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昆虫には同一種でありながら雌雄によって外部形態が
著しく異なる性的二型を持つ種が多く存在する。性的二
型形成の分子機構は、近年ショウジョウバエにおいて明
らかにされつつあるが、他の昆虫では不明である。昆虫
の性的二型形成の分子機構を解明する一助として、鞘翅
目昆虫であるカブトムシの角形成に着目した。カブトム
シは頭部及び胸部の角の有無という顕著な性的二型を示
す。
カブトムシの角形成の分子機構を解明するために、ま

ずカブトムシの角原基とキイロショウジョウバエの付属
肢原基の発生パターンの類似性に着目した。付属肢形成
に関する分子レベルでの研究が最も進んでいるキイロ
ショウジョウバエの知見をもとに、付属肢の遠近軸形成
において重要な役割を担う遺伝子として知られるDistal-
less（Dll）、dachshund（dac）、homothorax（hth）をカブト
ムシからこれまでにクローニングした。
今回、larvalRNAinterference（RNAi）法を用い、カブ

トムシにおいて付属肢遠近軸形成遺伝子の詳細な機能解
析を行った。その結果、Td-Dll、Td-dacのRNAi個体では

いずれも付属肢に特異的な短縮が観察された。また、角
においてTd-DllRNAi個体では特異的な表現型は観察さ
れなかったが、Td-dacRNAi個体では頭部および胸部の
角が短縮するという表現型が観察された。また、Td-hth
においては１０mgの二本鎖RNAを注射すると蛹化不全
を起こし、成虫まで発育しなかったため、注射する二本
鎖RNA量を減らしてlarvalRNAiを行った。その結果、
Td-hthRNAi個体においては、付属肢や頭部および前胸
部の形態に異常が観察された。同時に頭部および胸部の
角の顕著な短縮も観察された。larvalRNAiの結果から、
Td-Dllはカブトムシの角形成には関わらず、Td-dacは角
形成に軽微な機能を、Td-hthは重要な機能を担っている
ことが示唆された。
次に、遺伝子の発現パターンを観察するために、カブト

ムシにおけるinsituhybridization法の確立を試みた。そこ
で、まず肢原基を用いて条件検討を行った。その結果、肢
原基において遺伝子の特異的な発現パターンを観察するこ
とができ、カブトムシにおいてinsituhybridization法を確
立することができた。
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